
当院における　　　
インフルエンザ対策
亀田総合病院・亀田クリニックは

日頃から感染予防を実践しており

ます。当院をご利用される方には,

以下のことをご理解し、ご協力し

ていただけますようお願い申し上

げます。

新型インフルエンザワクチン

新型インフルエンザワクチンは、　
厚生労働省の定めた優先順に則って
接種する予定です。

現在、新型インフルエンザワクチン
に関連する情報は病院に入っており
ません。

今年も季節性インフルエンザのワク
チンを接種しましょう。

[重症化する基礎疾患]を持つ方は、

「肺炎球菌ワクチン」を接種しま

しょう。総合診療・感染症科にご相

談ください。

＊[重症化する基礎疾患】とは・・・

慢性呼吸器疾患(ＣＯＰＤ、喘息)、 

慢性心疾患、腎不全、免疫抑制状態

（ステロイド使用者など）、糖尿病,

妊婦、幼児（１～５歳）、65歳以上

の高齢者

外来受診の方へ

咳や熱、のどの痛みなどの症状がある方は、他の方
への感染予防のため、マスクを着用してください。
症状がある方は、受付へお申し出ください。

診療科によっては、症状がある方の待合室を分けて
おります。病院スタッフの指示をご確認ください。

ご面会の方へ

咳や熱、のどの痛み、鼻水・鼻づまり、下痢や嘔吐
などの症状がある方は、面会をお控えください。
小児科などでは、年齢により面会をご遠慮させてい
ただいております。

ご面会後は、院内にとどまることなくご帰宅くださ
い。

咳エチケット

マスクの供給が大変不足しております。外来を受
診される場合などは、あらかじめマスクを着用の
うえご来院ください。
マスクがない場合は、咳やくしゃみの時にティッ
シュでおおい「しぶき」が飛ばないようにしま
しょう（咳エチケット）。ティッシュを捨てた
ら、手を洗うかアルコールを使用して消毒しま
しょう。
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　インフルエンザが流行しております。その多くが新型インフルエンザといわれており

ます。そのため、インフルエンザの迅速検査でＡ型陽性と出た場合、もしくは症状か

らインフルエンザが疑われる場合は、新型インフルエンザとして対応いたします。

　日本産婦人科学会から発表されている新型インフルエンザに対する対応をもとに、

当院における対応についてお知らせいたします。

妊娠されている方は、他の合併症を持った方々と同様にハイリスクのひとと

されています。

妊娠されているかたで、発熱、のどの痛み、せき、などのインフルエンザ様症

状が見られた場合、他の妊婦さんへの感染を予防するため、産婦人科ではなく亀

田クリニック内科もしくは、近くの内科医院にあらかじめ電話をしてから受診を

してください。受診の時には、必ずマスクを着用してください。マスクがない場

合は、ティッシュを用意し、話をしたり咳やくしゃみが出るときに口もとに当て

てください。ティッシュは頻繁に交換し、手を洗うようにしましょう。

インフルエンザと診断された場合は、早期の抗インフルエンザ薬の服用が推

奨されています。

妊娠した女性が、インフルエンザに感染した人と、濃厚に接触している（お

互いにマスクを装着せずに、近くで話をした場合など）場合には、抗インフルエ

ンザ薬の予防投与をお勧めすることがあります。

予防投与は、自費診療となります。費用は、10日分のお薬を含め¥7,000円となり

ます。

お産をされる段階で、産婦さんがインフルエンザに感染しているもしくは、感

染している可能性が高いと判断された場合は、赤ちゃんへの感染を予防するため

に、お母さんと赤ちゃんは別室で管理させていただきます。
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妊娠されている皆様へ



　インフルエンザが流行しております。その多くが新型インフルエンザといわれており

ます。そのため、インフルエンザの迅速検査でＡ型陽性と出た場合、もしくは症状か

らインフルエンザが疑われる場合は、新型インフルエンザとして対応いたします。

　透析医学会から発表されている新型インフルエンザに対する対応をもとに、当院に

おける対応についてお知らせいたします。

透析をうけているかたで、発熱、のどの痛み、せき、などのインフルエンザ様

症状が見られた場合、かかりつけの病院にあらかじめ電話をして受診をしてくだ

さい。受診の時には、必ずマスクを着用してください。マスクがない場合は、

ティッシュを用意し、話をしたり、咳やくしゃみが出るときに口もとに当ててく

ださい。ティッシュは頻繁に交換し、手を洗うようにします。

インフルエンザと診断された場合は、早期の抗インフルエンザ薬の服用が推

奨されています。

透析を受けているかたで、インフルエンザに感染した人と濃厚に接触している

（お互いにマスクを装着せずに近くで話をした場合など）場合には、抗インフル

エンザ薬の予防投与をお勧めすることがあります。

予防投与は、自費診療となります。費用は、10日分（2カプセル）のお薬を含め

¥4,300円となります（一般の方より飲む量が少なくなります）。

透析予定日に、熱やせき、のどの痛みなどがある場合は、電話で連絡をして

からご来院ください。当院では、透析の時にベットの距離を空けるなど感染対策

をおこない対応しております。皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。
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透析をうけている皆様へ


